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〔普及の現場から〕 

新見市における飼料用稲生産・利用の取り組み 

                                               新 見 農 業 普 及 指 導 セ ン タ ー  

 

１ はじめに 

 新見市では平成１８年度より飼料用稲専

用品種「クサノホシ」が導入され、地域で

の栽培実証が行われ、平成１９年度からは

本格的な栽培が開始されました。 

 今年度の作付面積は約１０ｈａとなり、

また栽培地域も市内全域に広がってきまし

た。 

表 新見市における飼料用稲栽培面積の推移 

 

   新見市における平成２０年度産地づく 

 り対策の概要（１０ａ当たり） 

   稲発酵粗飼料（ホールクロップサイ

レージ） ３０,０００円 

   担い手加算（認定農業者、集落営農

組合員）  ２０,０００円 

 〈要件〉 

   ・専用種を作付けし、集落又は隣接

する農地で、作業を一体的に行っ

ている所。 

     ・取り組み面積は５０ａ以上。 

   ・畜産農家との契約が必要。 

 

２ 地域での取り組み 

 飼料用稲の生産・利用は新見市農林業振

興技術者連絡協議会畜産部会と農産部会が

中心となって推進にあたってきました。 

 新見地域飼料用稲生産利用推進会議の開

催状況 

  第１回 平成２０年４月２３日（水）

ＪＡ阿新会議室 

 ・平成２０年度飼料用稲の作付計画につ

いて（市役所） 

 ・飼料用稲栽培暦の検討について（普及

指導センター） 

 ・イネホールクロップサイレージの利用

推進について（農協） 

  第２回 平成２０年６月１９日（木）

ＪＡ阿新会議室 

 ・平成２０年度飼料用稲の作付実績につ

いて（市役所） 

 ・各種事業への取り組みについて（備中

県民局畜産第二班、農協） 

 ・飼料用稲専用収穫機の稼働計画につい

て（市役所） 

 ・新技術「鉄コーティング種子湛水直播

栽培」について（普及指導センター） 

今年度の新たな取り組み 

 ・新品種の栽培実証：晩生種「はまさり」

の地域適応性検討（哲西町） 

 ・低コスト栽培技術実証：鉄コーティン

種子湛水直播栽培実証（神郷、哲西町） 

収穫調製体系の検討 

 新見市では平成１８年度にフレール方式

の専用収穫機が１台導入され、今年度も新

たに１台の導入を予定しています。 

  飼料用稲の栽培は市の北部（神郷、大佐）

で約４ｈａ、南部（哲多町、哲西町）で約

６ｈａが作付けされており、この２台で南

部から北部へ収穫を進めていくことにして

います。 

年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 

飼料用稲

作付面積 
２．１ｈａ ４．９ｈａ ９．８ｈａ 
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 地域では飼料用稲ＷＣＳの収穫調製を９

月中旬頃から開始し、１０月中旬までに終

了するよう計画しています。 

 また、８月下旬から９月上旬にかけては

この専用収穫機を活用して稲わらのサイレ

ージ調製も検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      飼料用稲生産利用推進会議       鉄コーティング種子の湛水直播（神郷） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   新技術現地検討会（哲西町）     稲わらサイレージ調製の様子（H19）  

 

３ おわりに 

 肉用牛経営は飼料や資材の価格が上昇す

るなか、市場の子牛価格は下落し、経営方

針の大きな転換点を迎えています。今こそ

自給飼料生産を見直し、地域内資源を有効

に活用していくことが経営の安定につなが

ります。 

 新見市が進めている肉用牛増頭計画を達

成するためにも、地域内外で粗飼料を確保

し、畜産農家へ安定供給していく体制の確

立をめざしていきます。 


